
【実施体制の整備】
公益財団法人群馬県青少年育成事業団に事業を委託し、学習相談・学習支援を実施。
同財団に不登校、ひきこもり対策等を目的とした体験活動支援「G-SKYPlan」（県事業）を委託し、再学習支援の「ステップアップ」と「G-

SKYPlan」を両輪とした青少年の自立支援を推進。
県事業として業務運営委員会を設置し、具体的方策の検討を行い、児童相談所、ひきこもり支援センター、就労支援機関等と連携して実施体
制を整備。

【学習相談・学習支援の実施】
週５日の電話や面談等にて、勉強方法に関する助言及び高卒認定試験の紹介、教育機関や修学のための経済的支援の紹介、学びに関する
総合的な学習相談の実施。

年間60回程度、学習支援員を配置した上で、高校中退者等の高卒資格取得に向けた学習支援を実施。
【広報等の取組】
中学校卒業後進路未決定者も本事業の対象とし、各市町村における校長会での広報活動を通じて学校現場等への周知を実施。
県内全高校、市町村教育委員会、保健福祉事務所等、関係機関に事業チラシを配布するとともに、群馬県HP、事業委託団体HPにて事業を
周知するための動画を公開し、広報を推進。
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＜取組内容及び実施方法＞

学習相談で延べ243名、学習支援（学習会）で延べ73名の利用
学習会参加者のうち３名が高等学校卒業認定試験を受験し、１名が全科目、２名が一部科目合格

体験活動支援の「G-SKYPlan」と再学習支援の「ステップアップ」（どちらも県委託事業）が青少年の自立支援事業の要となっていることから、両
事業の強みを生かしつつ連携を強化するとともに、情報交換を密にすることで事業の充実を図る。

利用者に寄り添った学習相談のあり方、相談における携帯端末の活用、効果的な学習支援の方法の検討、実施を目指す。
児童相談所、ひきこもり支援センター、地域若者サポートステーション等の就労支援機関等と連携するとともに、地域資源との連携体制の強化を
図る。

＜取組の成果＞

＜今後の取組＞

令和５年度の高校中途退学者数は786人、中途退学率は1.6％である。
中学校卒業後の無業者数は、令和６年３月卒業者16,831人のうち、198人いる。（令和６年５月１日現在）

＜現状及び課題＞
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＜実施体制のイメージ図＞
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